金流2012-4-04

平成25年3月19日

金流商流情報連携TF　平成２５年度活動計画（案）

１．目的

金融界と産業界が協力し、入出金や決済などの金流情報と受発注や商取引などの商流情報を連携させることで、新しいサービスの開発や業務の効率化を図ることを目的とし、経済社会の成長に貢献する。

具体的には、融資関連、決済関連、ネットワーク基盤関連の課題を抽出し、解決を図る。
当面は主に国内を対象とするが、国際標準に準拠した解決とすることで、貿易、国際金融も対象とした海外への容易な展開を図ることで国際経済社会の成長にも貢献する。

２．平成２４年度活動状況

今年度は金流情報と商流情報を分析することで融資に生かせる仮説に注力し、サプライチェーンファイナンスの中の融資、特に受発注時点のニーズが高いとの想定のもとヒアリング調査を行った。その結果、一定のニーズがあることが明らかになった。しかし、ヒアリング先が少なく十分な仮説検証ができなかった。このため今後追加調査を行う必要がある。
今後サプライチェーンファイナンス（SCF）を具体化するにあたり有効そうな既存サービス（一括決済サービス、電子債権サービス）の事前検討を行った。金流商流の連携に使えそうな既存サービスが色々あることが確認できた。今後、具体的な連携方法の検討を行いたい。
３．平成２５年度活動方針

（１）受発注時点の融資ニーズの調査精度を向上させるとともに、明らかになった受発注時点の融資サービスの具体化を図り、実現性を確認する。

（２）サプライチェーンファイナンス（SCF）を構成する一括決済や電子記録債権などサプライチェーンの最適化に有効な既存サービスを活用した金流と商流の情報連携方法を検討する。

（３）金流商流情報連携のグローバル展開の検討を開始する。

昨今のわが国企業の海外進出隆盛を踏まえ、貿易金融におけるサプライチェーンファイナンスの金流商流情報連携の検討を開始する。

グローバル対応の検討により他TF（国際連携TF、国際／業界横断EDI TF、メッセージ基盤TF）の活動との関連がこれまでより高まることが予想される。他TFと金流に関連する事項を中心に連携を図り検討を進める。

４．平成２５年度活動計画

４．１　融資サービスの検証
（１）融資ニーズの詳細調査

主に受発注時点の融資（POF）を対象として調査範囲や調査先を増やした追加調査を行い、金融機関側も含めた具体的ニーズの明確化を行う。

（２）融資サービスの検討

主に受発注時点のニーズに対する融資サービスを検討し、既存サービスと組み合わせることで早期に実現可能なサービスモデルを構築する。
（３）融資サービスの実証実験

必要に応じ検討した融資サービスモデルの実現性を確認する実験を行い、実用化の課題抽出を行う。実験に必要な高速かつ柔軟なメッセージ伝送手段の利用指針（ISO20022ベースメッセージ利用、金流商流メッセージ基盤構築など）は広く利用が見込めるため、ガイドライン化を検討する。

４．２　グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査

貿易金融における（電子）インボイスにもとづくファイナンス、従来の信用状によるファイナンスの電子化・ネットワーク化などグローバル視点からのサプライチェーンファイナンスのニーズの明確化、およびドキュメントの電子化等に関する各国の法制度の差異など課題の明確化を開始する。
５．平成２６年度以降の計画

・サプライチェーンファイナンス統合サービスの開発

・　融資サービスと決済サービスを組み合わせ、サプライチェーンの様々な時点で利用可能な統合サービスを検討する。

・　貿易金融など国際金融分野における金流商流情報連携のサービス化を検討する。
・　グローバル展開を推進するための海外企業、海外金融機関との連携を検討する。
以上
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